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【目的】当院では画像診断精度向上を目指し、2009 年 1 月より前立腺癌診断に

おいて、3tesla(3T) MRI の導入及び MRI 拡散強調画像(DWI)の撮影を行ってい

る。今回さらなる診断精度の上昇を目指し、MRI 撮像条件の最適化を行った。 

【対象と方法】前立腺癌を疑われ、当院で生検前に 3tesla(T) MRI を撮影し、

テンプレートを用いた経会陰的前立腺生検を施行した症例。撮像条件調整前群

33 例と撮像条件調整後群 15 例を比較検討した。撮像条件の主な変更点は、T2

強調画像(T2WI)での 2mm スライス厚の画像の追加、及び DWI における Ultra high 

b value DWI(b=2000)を追加した。 

【結果】撮像条件調整前群/調整後群の年齢中央値 68.5/66 歳。生検前 PSA 中央

値は 7.290/8.817ng/ml（3.550-59.400/3.525-22.174ng/ml）と有意な差はみら

れなかった。全例、生検前に 3T MRI を用いて撮影した。前立腺を左右の辺縁領

域（外側、内側）、移行領域の計 6 か所に区分し、MRI 所見と病理所見を比較し

た。生検を施行した症例中、調整前群 33 例中 17 例（52 %）、調整後群では 15

例中 7 例(46.6%)で前立腺癌を認めた。部位別では調整前群では 198 か所中 40

か所、調整後群では 90 か所中 12 か所で癌陽性であった。T2WI、DWI 共に所見

を認めた部位での感度、特異度、正診率は、調整前群で 57.1 %、84.7%、80.8% 、

調整後群で 83,3%、93.5％、92.2％と、診断精度の向上が見られた。 

【結語】T2WI 2mm スライス厚画像、Ultra high value DWI(b=2000)を加えるこ

とで、癌検出能が向上し、さらになる診断精度の向上が得られたので報告する。 

        


